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『失われた時を求めて』のカンブルメ ルーとバルザック
吉 り‖ 佳 英 子
『失われた時を求めて』の一登場人物である地方貴族カンブルメール若夫人
は作中で主に二種類の性格付けがなされていると言えるでしょう。すなわち音
楽好きで教養あふれる夫人としての側面と、ルグランダンを連想させるスノッ
プの側面とです。音楽好きの面は小説の始めのほうで明かされるということも
あつて比較的理解し易いけれども、上昇指向の強い一面はその性格上、徐々に
しか明らかにされないうえ多分に暗示的なのでより混み入つた感じがします。
また、彼女の音楽好きに関しては、創作の際にはつきりしたモデルが存在し
たのに対して、もう一つのスノビスムの方はこれまでモデルの存在が指摘され
ることはありませんでした。
この論文においては、プルーストがカンプルメール若夫人のスノビスム、す
なわちパリのグルマント家のサロンに招かれたいという野望を創り出す際に、
一体どの様なものにインスピレーションを得たのかを明らかにしたいと思いま
す。
まず初めに、カンブルメール若夫人の素顔がいつどの様な形で我々に明確に
されるのかを見ていきたいと思います。
I.カンブルメール若夫人の素顔
カンブルメール若夫人のプロフィール、あるいは特徴は 1908年の「カルネ 1」
に既にメモされています。それによると彼女はルグランダン家の生まれであり、
その出身を必ずしも誇らしく思つてはいないとのことですい。こんな風に早くか
「失われた時を求めてJのカンブルメールとバルザック
らプランとしてはプロフイールが準備されてはいたのですが、余り誇ることの
できない出身といつたことにおそらく起因するであろうカンプルメール若夫人
の上流社会に招かれたいという欲望、そんな素顔が我々にはつきりと示される
のは『失われた時を求めて』の執筆過程においても「2度日の海辺滞在JOあた
りなのですから、1915年以降ということで、かなり遅いと言つてよいと思われ
ます。もちろん「スワンの恋」の中のサン・ トゥーヴェル ト夫人宅の音楽夜会
での彼女の自己顕示的傾向いやオペラ座でのゲルマント家の女性達の身なりや
物腰に抱くカンブルメール夫人の関心の高さ゛ などから彼女の上流社交界への
憧れは十分読み取れるのですけれども。
さて、そのカンブルメール夫人というのは音楽や哲学の領域において十分に
博学であり、かつ美術に関する造詣も深い。日々そういつた研究を通して精神
の訓練も怠りない。そうではあるけれども、上流の人々と交際するためにはど
んな努力も惜しまない実は筋金入りのスノップである旨が記されているのは
「ソドムとゴモラH」の下書き原稿であるカイエ 72国においてです。1915年に
書かれたとされるこのカイエの44ページと45ページのそれぞれ右ページが当
てられているのですが、我々が問題にしているこの箇所は、散歩の途中で突然、
飛行機が飛び立つのを見る場面りと「ヴエルデュランからの帰り道」と題された
断片とにはさまれた格好の、まさに一断章なのです。この2ペー ジ自体はまと
まりは良いのですが、前後の脈絡を欠いてもいるし、孤立した断章という観は
否めません。おそらくプルーストは後に、この断章を『 ソドムとゴモラ』の中
のどこにどういう風にはめ込んでいこうかと思案したかと思われます。
それに続く清書原稿mにおいては、カイエ72のこの2ペー ジ分の内容は加筆
挿入という形で長々とヴエルデュラン家の夜会での会話の中に取り入れられま
す。加筆自体はカイエ72の原稿を見ながら、おそらく清書原稿からそう遠くな
い時期になされたようで、と言うのも、その後のタイプ原稿mには全てが取り込
まれているからです。
しかしながら、シャントピーの森の名前の意味を探る話題を分断するような
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形で割り込んできた奇妙な加筆挿入であると言えましょう。モレルを目実に、
なかなか普段親しくなることのできないシャルリュス氏となんとか交際のきつ
かけを得ようとするカンブルメール夫人の計算高いが、一見、奇異な感じのす
る振る舞いの意味を分析するいという形においての彼女の素顔の暴露なのであ
り、カイエ72の中に記された一断章はこの様なプロセスを経て我々の知るとこ
ろとなるのです。
ところが、我々はカンブルメール若夫人がルグランダンの妹であるという以
外に、その担うスノビスムのテーマがどこから来たのか一切知らされていませ
ん。全くプルーストのイマジネーションの産物であるにしても、なにかその創
作のヒントとなつたものがあるのではないかという疑間は残ります。
カンブルメール若夫人の、パリ上流社交界に加わりたいとのこの切なる願い
が一体どこから来るのか、プルーストがこの様な人物像を描き出すに至るきつ
かけは一体何だつたのでしょうか。カンブルメール若夫人のこの野心的な側面
のいわば原型を我々はどこかに求めることは可能でしょうか。
II.モデルの不在
先にも述べた様に、我々はカンブルメール若夫人の別の側面、すなわち音楽
好きな面に関しては、既にはつきりとした創作のモデルを知つています。カン
ブルメール若夫人とカンブルメール老夫人はともに音楽好きな夫人達として小
説中に登場します。若夫人は例えばドビュッシー好きといつた近代趣味を持ち、
老夫人は無類のショパン好きという違いはありますけれども。
さて、この様なカンブルメール夫人達のモデルとして、我々はジャン=イブ・
タディエ氏00を始めとするプルーストの伝記研究によつて、 ドー ソンヴィル伯
爵夫人やプランコーヴァン大公妃の名を挙げることができます。実際、伝記に
よれば、プルーストは 1890年代中頃からドー ソンヴィル伯爵夫人主催のサロン
に出入りしていますし01、 1893年からはアンフィオンのヴィラ・バサラバにブ
ランコーヴァン大公妃を訪ねてもいます田。 ドー ソンヴィル伯爵夫人、プラン
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コーヴァン大公妃ともにカンブルメールニ夫人を想起させますが、シヨパンの
名演奏家であったプランコーヴアン大公妃はとりわけカンプルメール老夫人の
モデルとなったことが指摘されています。
ただ、カンプルメール若夫人の示す上昇指向の強い傾向については、これら
実在のモデル達によつては決して説明されはしないのです。つまり、カンブル
メール若夫人の一側面はその原型を確認できるのですが、彼女のスノビスムの
部分のモデルとなつたであろう人物、あるいはその材料をこうしたプルースト
の伝記の中には必ずしも見出すことはできないのです。
ところで、プルーストの膨大な書簡集には彼が読んだ、もしくは読んでいる
書物が多数引用されているのは周知の通りです。ちょうど今読んでいる本につ
いて相手に報告している手紙もあれば、それについての感想、あるいは自分の
生活を小説中のある一場面になぞらえていたり、準備中の自分の小説の登場人
物をかつて読んだ別の小説の登場人物に重ね合わせるといつたことをプルース
トは手紙の中でしばしば行つています。そして引き合いに出す回数の多い小説
家の一人にバルザックの名を挙げることができます。
例えば、1897年8月23日もしくは24日付けのリュシアン・ ドー デ宛ての手
紙.1の中ではプルーストは彼にバルザックの小説で面白いものを教えてくれと
依頼するとともに、ちょうどバルザックの『田舎ミューズ』を読んでいるとこ
ろであることも伝えています。
また 1917年10月25日より少し前の日付けのルネ・ボワレーヴ宛ての手紙m
では『幻滅』や『浮かれ女盛衰記』のフレスコ画的な作品同様に、『 トゥールの
司祭』や『老嬢』や『金色の眼の娘』の細密画的作品も高く評価する旨を記し
ています。
一方、1917年1月あるいは2月付けのポール0モラン宛ての手紙0'の中では 7、
8年あるいは9年以上も前に自分が主催したソワレを『ゴリオ爺さん』の中の
ノルマンディーに発つ前にパリで行われたボーセアン夫人の舞踏会にみなして
います。
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さらに、ロベール・ド0モンテスキウ伯爵からプルーストに宛てた1914年1
月の手紙00の中では、ヴエルデュラン夫妻をはじめとしたプルーストが創造し
た登場人物がバルザックの『人間喜劇』の人物達の仲間としての価値があるこ
とも述べられています。
この様に書簡の中でプルーストがバルザックに触れるのは多岐にわたるので
すが、とりわけ1915年から1916年あたりは『失われた時を求めて』の執筆も
進む時期だけにその登場人物達を『人間喜劇』の誰彼に見たてる傾向が強いよ
うです。
さて、その『人間喜劇』を引き合いに出して語る傾向はちょうどこの頃書き
進められていた『ソドムとゴモラ』のマニュスクリにも見て取ることができま
す。ここではカンブルメールー家のことが話者とシャルリュス男爵の間のやり
取りの中で語られるのです。
III.マニュスクリにおけるカンプルメールとバルザック
『ソドムとゴモラ』の清書原稿01の98ページから100ページにわたつてカン
ブルメール家がバルザックの『人間喜劇』の 《地方生活情景》の登場人物を想
起させる旨が話者の日から語られます。99ページは中程から小さな紙片へと続
くのですが、そこには 《地方生活情景》の中でも『田舎ミューズ』の女主人公
やあるいはバルジュトン夫人、モルソフ夫人の名が挙がつています。
ここで『田舎ミューズ』のラ・ボードレ夫人は田舎での結婚生活にも夫にも
失望し愛人とパリに出るのですが、有能なラ・ボードレ夫人は相手の男性の代
わりに文筆の仕事までしてパリでの同棲生活を支えようとします。
一方、『幻滅』のバルジュトン夫人はふがいない夫に愛想をつかし若いリュシ
アンと共にパリでの生活に旅立つのです。
そして『谷間の百合』のモルソフ夫人は横暴な夫に失望しつつ、パリにもど
るフェリックスに対しては貴族社会でうまくやつていけるよう、なにかと配慮
してやるのです。彼女自身はその土地を離れることはありませんが、フェリッ
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クスを通してパリの存在を意識しています。
話者はこういつた登場人物達がある意味でカンプルメール若夫人と重なり合
うのではないかとほのめかします。すなわちそれは夫、もしくは愛人を支える
賢い夫人としてのイメージなのですが同時にまた、地方の生活に満足しきれな
い有能な女性達のパリヘの憧れ、もつと言えば、華やかなパリの上流社交界ヘ
の憧れが共通していると言えましょう。
さて、清書原稿中のカンプルメール家をめぐる『人間喜劇』への言及のこの
箇所は決定稿の内容‖。と少々異なるのですが、これはそのままタイプ原稿の基
となり、変更が加えられ決定稿のような内容となるのはタイプ原稿上において
のようです。
ここで清書原稿中の記述と訂正後のタイプ原稿・助とを比べてみると、主に二
つのことが指摘できます。まず、後にタイプ原稿上で削除されることになるの
ですが、もしスワン夫人であればあるいは言ったかも知れないからかいの言葉。
そしてもう一つは、とりわけ清書原稿中に見られるシャルリュス氏の話者の言
葉を遮ろうとする試みです。
スワン夫人のからかいの言葉は清書原稿99ページに付属の紙片に記されて
います。スワン夫人の存在がやや唐宋な感じがするのですが、これは同じ頃『消
え去ったアルベルチ ヌー』を準備していて、その中のスワン夫人の部分が頭に
あり、この様なスワン夫人への想像が浮かんだと考えられます。
ただ、同じ清書原稿の少 し前である70ページに添付された長い加筆中に、ス
ワンとカンブルメール若夫人の親しい関係が妻びいきのシャル リュスに違和感
を与えたという旨が記されていることを思い起こせば、スワン夫人のカンブル
メール若夫人に対する嫌味とも思える発言は、その形を変えた反復ともとれる
ことから、あるいはタイプ原稿上で最終的に削除に至ったのではないかと考え
られます。
一方、シャル リュス氏の対応に関しては 《私の言葉を遮る》という種の表現
が清書原稿上で削除されている部分も含めると計3回、タイプ原稿の方で 2.回
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という様に、そう長くもない断章の中で繰り返しが目立ちます。『プルーストと
バルザック』の中でジャック・ボレル氏も指摘していることですが僣.、 シャル
リュスのこのためらいがちな話者への対応をどう説明すべきでしょうか。
シャルリュス男爵は小説中でもバルザック好きの一人として知られています
がねJ、 例えば、自分のいとこの家の庭とカディニャン大公妃が散歩する小さい
庭を混同してしまう程、彼は現実世界にバルザックがそのまま息づいていると
考えているだけに、似ている点もあるけれども同時に異なりもするバルザック
の女主人公達とカンブルメール若夫人とをそのまま同列に置くことには抵抗が
あったと想像できます。
一例を挙げるなら、ラ・ボードレ夫人は田舎の生活や退屈な夫からの逃避の
一手段としてパリ行きを選ぶのですが、カンブルメール若夫人は夫の立場をむ
しろ利用しながらパリでの成功をもくろみます。実際、パリ郊外のコンブレー
でブルジョワ家庭に生まれたカンブルメール若夫人は、ノルマンディーの地方
では名士との誉れ高いカンブルメール氏と結婚することで侯爵夫人となリパリ
の社交界にもかろうじて出入りすることが可能となったのでした。
こういった主として二種の変更を経て、この清書原稿中の話者とシャルリュ
ス氏とのやり取りは、決定稿に引き継がれることになります。
ここで挙げられているような、能力がありながら現状に満足し切れない地方
の女性達が自己実現の可能性が少しでも見出せることを願つてパリにその矛先
を向けるように、地方に暮らすカンブルメール若夫人の野望もまた、パリのよ
り閉鎖的なサロンヘと向けられるという点で、彼女達はカンブルメール若夫人
の個性の一部を十分に説明してくれるようです。
IV.「カルネ 1」 をめぐって
ここまで見てきた様に、カンブルメール若夫人の背後にバルザックの何人か
の登場人物の存在が見え隠れするのが『 ソドムとゴモラ』執筆過程においても
うかがえるのですけれども、ではそれがプルーストが小説を構想した早い段階
100 「失われた時を求めてJのカンブルメールとバルザック
から準備されていたものかと言うと必ずしもそうとも言えないようです。
と言うのは、『失われた時を求めて』の直接の母体となつたと言われている
『サント=ブー ヴに反論する』の執筆とほぼ並行して構想などがメモされてい
た「カルネ 1」 の中にはカンプルメールとバルザックの関係への言及は見られ
ないのです。
「カルネ 1」 には例えば、バルザックに関してだと、『ランジェ公爵夫人』に
おける老貴族達の会話の巧妙さ回とか、『金色の眼の娘』のパキータ・ヴアルデ
スが、レスビアンの相手である侯爵夫人に瓜二つの侯爵夫人の実の兄を愛して
しまつたがゆえに嫉妬に狂つた侯爵夫人に殺される話が実にバルザック的であ
ること国などが記されています。さらに、ヴォートランとリュシアン・ ド・ リ
ュバンプレのシャラント近くでの出会い。1もメモされていて、このメモは後に
「サント=ブー ヴとバルザック」や「ソドムとゴモラ H」 の中で使われ、シャ
ルリュスによる同性愛のほのめかしの意味を持つこととなります。
この「カルネ 1」 にカンブルメールとバルザックに関するメモが見られない
点については、まず例えば、シヤルリュスとカンブルメールとの登場人物の規
模の大きさの違いが挙げられましよう。カンブルメールは他の主役級の人物と
比較するなら、
・やはり二次的な登場人物と言わざるを得ないのです。例のエテ
ィエーヌ・プリュネの統計ね9でも出現頻度は12番目にランクされています。二
次的な登場人物ゆえに予め、すみずみまでそのイメージが準備、計画されてい
た訳ではないらしく、カンブルメール家の人々の生成の様子をたどつてみても、
小説全体のいわゆる筋の構築や発展に伴い人物像が徐々に形成されていつたこ
とがわかります。
それにまた、カンブルメールが主として登場するラ・ラスプリエールの場面
の生成過程を思い起こすならし'、 それが戦争中に大幅に計画が変更され膨れ上
がった部分であることも考慮の余地があるかと思われます。実際、ラ・ラスプ
リエールは 1914年以降の諸下書き原稿の中で、カンブルメールの前身とも言え
るシュミゼイという登場人物の所領としてその名が出現してくるに過ぎず、2
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度目のバルベック滞在の場面の充実もやはりこの時期以降と言わざるを得ませ
ノ宅ノ。
ただ、「カルネ 1」の様なごく初期のメモにこそ見られないものの、1915年6
月 3日頃の日付けのリュシアン・ ドー デ宛ての手紙mの中では ドー デ家と交流
のあったバルザックの義理の娘の死亡通知書を通してカンブルメールの息子と
結婚したジュピアンの姪の、その不幸なチフスでの死亡の通知書を暗示するな
ど、この時期においてはプルーストの頭の中ではカンブルメールとバルザック
はごく自然に並び語られるべきものとして位置しているようです。
この様に見てくると、先に挙げたラ・ボードレ夫人やバルジュトン夫人、モ
ルソフ夫人といつた地方出身の女性登場人物達はカンブルメール若夫人とただ
重なる面を持つというのみならず、プルーストがバルザックを模したパスティ
ッシュの中で見せた『人間喜劇』への通暁ぶり.1を思うにつけ、プルーストは
バルザックをなめるように読み、そこから影響を受け、カンブルメール若夫人
を創り出す際には、あるいは意識しなかったかも知れないけれども、なんらか
の創作のインスピレーションを受けていたのではないでしょうか。その結果、
バルザックの描いた地方の女性達のパリを目指すエネルギーが、同じく地方の
カンブルメール若夫人のパリでの上昇のエネルギーとなり得たのではないでし
ょうか。
さて、それでは、もし我々が今、提示した仮設一一すなわち、カンブルメー
ル若夫人創作におけるバルザックの影響一一に基づくなら、『失われた時を求
めて』の読みに対してどの様な新たな試みが可能でしょうか。
V。 仮説をふまえて
『サント=ブー ヴに反論する』の中の「サント=ブー ヴとバルザック」の章
において、プルーストはお母さんに 《あの人 (=バルザック)のものの考えか
たにはとても卑俗なところがあつて、一生かかつても高尚になるというわけに
はいきませんでした。1》 と述べています。むろん彼にとつては、この卑俗さが
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バルザックの力強い描写を可能にし、愛好者を喜ばせる点であることはよくわ
かつているのだけれども、バルザックの特徴として「卑俗で説明的」であるこ
とを強調します。
さて、ここで「通俗性」をわかりやすく表すものの一つに金銭へのこだわり
があるとするなら、「ソドムとゴモラ II」 の中でカンブルメール若夫人がこれ
をしばしば話題にすることを思い起こしたいと思います。
カンブルメール若夫人はラ・ラスプリエールのヴェルデュラン主催の晩餐会
に身を落としてやつて来ることの不本意をさんざん周りの人にアピールします
が、その際、金銭的事情をことさらに強調します。そもそも、カンブルメール
家がラ・ラスプリエールの別荘をヴェルデュランに貸したのはフェテルヌの館
での豪奢な社交生活を維持するための経済的理由からであつたのだけれども、
こうやつてヴェルデュラン家主催の晩餐会に心ならずも顔を出しておくことで、
借家契約の折の家賃の値上げ交渉を後々もスムーズに運ぶことができるかも知
れないからというのです。
『失われた時を求めて』の女性登場人物達が概してこの様にあからさまには
金銭を話題にしないことを思えば、それぞれに立場の違いがあろうけれどもカ
ンブルメール若夫人のこれは一つの特徴であると言わば言えましょう。この様
に、カンブルメールに対してバルザックの影響を想定することでこれは一例で
すが、小説の細部の読みの可能性をあるいは拡大し得るかも知れません。
さて、『失われた時を求めて』の中には、バルザックの愛好家としては、先に
挙げたシヤルリュス氏の他にもグルマント公爵やヴィルパリジ侯爵夫人などが
登場しそれぞれの愛好ぶりを見せるのですが、とりわけここではカンブルメー
ルという登場人物に光を当て、草稿をも視野に入れながらカンブルメール若夫
人を特に切り口に再検討してみることで、この登場人物創作にあたつての一種
の「鍵」が見出せたかと思います。すなわち、カンブルメール若夫人はある面
は実在の人物をモデルとしているけれども、一方でプルースト自身の読書体験
を基盤にしたフィクションの中の人物にも想を得た一種の混合体であると言え
『失われた時を求めて』のカンブルメールとバルザック
るのです。さらにこれらのことから、我々は、近代趣味を標榜しているカンプ
ルメール若夫人のうちに 19世紀の小説の登場人物達と重ね合わせることがで
きるような側面を確認することによつて、この登場人物は脇役でありながらも
意外に振り幅の大きな存在であることを知ることができるのです。
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